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新年のごあいさつ
南牧野林自治会
会長 小畑 和滋

会員・賛助会員の皆様 新年明けましておめでとうございます。
ご家族お揃いで新年をお迎えのことと存じ上げます。今年の干支は、ウサギです。「争いごとを好まない

平和主義者・景気が跳ねる」という心和む良い年でありますよう願って止みません。
本年もご家族はじめ、ご親族のご繁栄と安寧を心からお祈り申し上げます。

１ 令和４年を回顧
令和４年は、理事制の導入により組織体制の安定性・継続性、更には運営の公平性・公正性を掲げ、会
員の付託に応えるという目標に向かって運営してきました。
各班から代表者１名を理事として選出し、組織運営に当る手法に誤りはなかったものと確信しています
。特に１班のゴミ集積所設置の際に会員の皆様から戴いた「ご理解とご協力」は、組織の底力を覚えまし
た。また、偏りのない確かな「構想と手順」を踏む大切さも学びました。
今後ともこの地域に居住する皆様の生活の「安全・安心な地域づくり」のために、当自治会の基軸であ
る規約第１条に掲げた目標に向かって誠心誠意責任を果たして参ります。
理事会運営
理事会の運営は、「内規」で管理しています。理事会提出議案を予め資料（案）を配布し、ご検討を頂

いたうえで、理事会を開催し、理事各位のご意見を反映する手法で運営しています。
コロナ禍の行事
世界のパンデミック、日本中のクラスターの多発等により多数者が集合する催事の自粛を余儀なくされ
、令和２年度以降三大行事（夕涼み会・バス旅行・文化祭・芋の子会）及び敬老感謝の集いの中止を止
むなきに至っています。また、自治会館の使用に当たっては、「告知」を掲示して三密の防止や換気の励
行を呼びかけています。これも偏に家族や地域の安全を守るためです。
諸事業の拠り所となる施行基準の整備
業務の合理化や判断の拠り所となる、「要領・対応方針・会則・計画書・内規等」を理事会で整備し、会
員には「自治会だより」や「回覧」により周知してきました。
その趣旨は、個人的な価値観や自己中心的な尺度の主張を改め、一定の「ルール」の下で管理しよう

とするものです。
１班のゴミ集積所の整備
長年の懸案であった１班ゴミ集積所の設置は行政指導の下で、会員の皆様はじめ、土地の所有者、施
設の施行業者のご理解とご協力により、令和４年１２月１０日に完成し、同１２月１９日に利用開始しました
。会員の皆様はじめ、関係者の皆様に改めて御礼申し上げます。

Ⅱ 令和５年に向けて
昨年は、業務管理等内部体制固めに注力してきましたが、今年はコロナ禍の動向を見計らいながら理
事会が一丸となって南牧野林地区の文化の向上、諸葛川を中心とした環境対策、防火・防災・交通安
全、自治会館等の営繕管理等に目配せしながら「安全・安心な地域づくり」を目指して地域ぐるみで取
り組んで参りたいと考えています。
本年も引き続き会員各位のご支援を戴きますようどうぞよろしくお願い申し上げます。
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南牧野林自治会掲示板を新しくしました
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